
















































































































































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　itthat is　far　off　and　estrangcd fro皿 all other placcs in the world
　｛「，）である。他の世界から隔絶した小宇宙として成り立つ社会である。
町の人々は独自の倫理観を持ち、無個性と言っていいくらい皆が似通っ
ている。”stumpy”であるとか、マラリアにかかっているとか、多少の特
徴を持つものもいるが、アメリアの強烈な個性に比べれば、個性と呼べ
るほどのものではない。彼らはそれぞれ固有の名前は持っているものの、
”thc　town”という一個の固まりであるようだ。以下の場面にもそれが現
れている。
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　　　At　that　moment　the　eight　men　looked　very　much
　　　alike　－　aユl　wearing　blue　overal：Ls，　most　of
　　　them　with　whitish　hairt　all　pale　of　face，　and
　　　aユl　with　a　set，　dreaming　look　in　the　eye．　（6）
これは彼らがアメリアの嘔懊男殺害の事実を暴きに来た時の場面である。
彼らは皆同じような格好をして、アメリアを殺人者という決定的に異質
な人物にするためにやってきたのだ。町の人々は、しばしばこのような
rumourを囁きあう。対象となるのはアメリアや、マーヴィン、ライモン
などの”the　towバとはなりえない特殊な個人である。人々は、　ru皿ourに
よって繋がり、対象となる人間をますます孤立化させていく。ru皿ourに
よって、その特徴をグロテスクに誇張し、異質性を強調させる。その結
果町の人々の特徴、”stumpジであるとかマラリアを患っているとか言っ
たことは、ほんの些細なこととなる。アメリアやマーヴィンやライモン，
が際立って特殊である限り、彼らはnormalでいられるのである。彼らは
自分たちがsa皿eでありnorma1な集団であり続けるためにru皿ourによって
異端な人間を造るのだ。
　アメリアに関するrumourはグロテスクであり、そこはかとない悪意が
込められている。確かにアメリアは金に煩く、裁判沙汰に執念を燃やす
ような人間ではあるが、彼女は町の良い医者でもあり、酒造りの名手で、
町の唯一の社交場の主人でもある。そういった意味で、町には必要な存
在であるはずのアメリアが悪し様に言われるのは理不尽な気がする。し
かし、町の人々がユダヤ人（Morris　Fincstcin）を”Christ　killcr”と罵っ
たことを考えると、集団が他を排除し孤立化させていくという習性は、
個人の善悪の範囲を越していると考えていいだろう。
　人間は集団になるとよくも悪くも力を発揮するものであるし、なるべ
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く’群れていようとする。恐れも尊敬も軽蔑も差別化であることには変わ
らない。アメリアは集団の中にあっても孤独であった。集団は町そのも
のであり、アメリアはそこを出ていくことはない。
　アメリアの悲劇は、彼女が特異な外見を持って生まれ（7）、自らの女
性性を認められず、グロテスクであるがゆえにグロテスクな幅縷男を愛
さなければならなかったところにある。しかし彼女を特殊な人間にし孤
立化させたのは、”the　towバという集団であったのだ。
　この物語は特異な三人が、それぞれを求める完全なる円環構造がテー
マとなっている。三人は特異であるがゆえに、町の中にあって孤独であ
り、孤独であるがゆえにグロテスクという共通項を持つ相手をもとめる。
しかし、それは”beloved”にとっては自分のもっとも疎ましい部分であ
るグロテスクさを求められることにもなる。したがって”belovcd”は
”lovcr”を憎み、果てしない堂々巡りが続くかのように思われる。だが、
作者は本作品のクライマックスにおいて、この円環構造を破壊するので
ある。それはアメリアとマーヴィンの決闘という形をとって描かれる。
　以前は短期間にしろ、夫婦関係にあった男女が素手で殴り合って決着
をつけることは、一見、非常に痛ましい事件である。しかしこれはセッ
クスのメタファーであるとも考えられる。本来のセックスならば、女性
であるアメリアが受け身を強いられる訳だが、殴り合いにおいては、男
のような腕力を持っ彼女がマーヴィンと対等に接することが可能である。
そして何よりも注目すべきことは、この決闘で、初めてアメリアがまと
もにマーヴィンと相対したのである。かつてアメリアはマーヴィンのア
プローチをことごとく無視し、排斥した。ライモンとの生活を守るため
にマーヴィンの追い出しを試みたときも、こっそり罠を仕掛けたり、皿
に毒を盛るというような間接的な方法を取っていた。最終的に追い詰め
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られて、やっとアメリアはマーヴィンの憎悪（＝愛情）に答えたのであ
る。それと同時に、ライモンが初めてアメリアへのまともな意思表示を
行っている。ライモンは今まではアメリアには無関心と、中途半端なく
すぐり（アメリアのグロテスクな物真似はマーヴィンの気を引く物でし
かなかった）しか示していなかった。だが、決闘の山場で、アメリアが
マーヴィンを組み敷くにあたって、初めてアメリアへ直接攻撃を加えて
いる。自分の愛するものを守るためという皮肉な理由からにしろ、ライ
モンもアメリアもやっとのことで”10vcr”のほうへ向いたのである。
　”bclovcd”が”lovcr”の愛情に対する回答が憎悪であると言うのは、
あまりにも残酷であるような気もするが、孤独な三人にとっては、無視
されることのほうが苦しみであり、円環構造の破壊こそが彼らを救うの
である。その破壊の一瞬の間のみ、彼らは孤独ではなかった。これはもっ
とも皮肉な意味での恋愛の成就と言えるかもしれない。恋愛において厳
密には「愛しあう」という状況はありえず、愛情の不均衡が常に存在す
る。クライマックスの決闘での三者の相手に対する感情は、たとえそれ
が憎悪にしろ、互いに等価であった。”bclovcd”は”lovcr”を憎む、と
言う難題に対してマッカラーズの提示した答えは一見絶望的ではあるが、
実はそれ以外に答えはないのではないかと読む者に思わせるのである。
この物語のタイトルに使われている”sad”という言葉通り、マッカラー
ズは恋愛のsadncssをアメリアという滑稽なまでに奇妙な女性を通して
描き出している。
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　後注
（1｝ @C．　McCullers，　　Thc　Ballad　of　thc　Sad　Cafe，　P．8－9　’
（2， @C。　McCullers，　　ibid，　p．37
（3） @C．　McCullers，　　ibid，　p．37－8
〔4｝ @C．　McCullers，　　ibid，　p．】4
〔5） @C．　McCullcrs，　　ibid，．p．　7
〔6⊃ @C．　McCullers，　　ibid，　p．23
（7）
ﾂ鎖的な町では、理想となる女性像の許容範囲が狭く、より広い社
　会でならばアメリアの外見も特別視されなかったであろう。しかもア
　メリアの住む町は基本的に男社会であり、男社会において許容される
女性像がいかに限定されてくるかと言う問題にっいては別の機会に論
　じたいと思う。
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